





























オ ゾ ンホ ー ル 観測 用ポ ー ラ ーパ トロ ー ル気 球 の打 上 げ(1991.9.23)
■ 国立極 地研 究 所発 行 ■ 〒173東 京 都板 橋 区加 賀1-9-10tt(03)3962-4711(代表)
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析」および生物 ・医学系の 「昭和基地周辺の環境モニ タ
リング」,「南極における 「ヒト」の生理学的研究」など
を実施した.ま た,多 目的衛星データ受信システム(大
型 ア ン テナ)を 利 用 して,極 域 超高 層 探 査衛 星
(EXOS・D;宇宙 科 学 研究 所〉,海 洋 観 測 衛 星1号

















の段階で 「野外行動,安 全 ・レスキュー指針」を定める




























棟,松 の廊下,食 堂前通路 を中心に屋根のコールタール
塗装をするとともに,田 籍9発 電棟については床のコン
クリー ト打設と塗装,天 井のアスベス ト撤去などを行い






の2点 観測を実施 し成果を挙げた.設 営系の実験も精力
的に行われ,風 力発電機の安定 した運転をH本隊とすれ
ば初めて通年にわた り成功するとともに.直 径10mの
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最終のあすか観測拠点


















































オ ー ロ ラ 観測 小屋 とセ ー ル ロ ン ダ ー 不




れの必要は有 りませんでした.そ のため,風 呂や洗濯は
排水 タンクが満杯にならなければ,い つでも使用出来好


































帰 り物品の梱包 ・ソリ積み作業及び,こ れと並行して残
置物品を整理 しシール岩のデポ棚に移す作業が開始 され
ました.従 って,越 冬後半はあわただしい毎 日でした.
他方,し らせでピックアップ出来ない雪上車やそりを陸
路,昭 和基地に運ぶ旅行計画が立てられ,あ すか撤収後,

























停船 しての海洋観測が4点 計画されていたが,海 が荒れ
1点が実施 されるに留 まった.ま た南緯45度から55度の
問にオース トラリアからのものを含め4基 の海洋観測ブ
イが放流された.こ れらは南極大陸を取 りまいて流れる












月後の帰路,後 の2系 は1年 後に回収の予定であった.
昭和基地への進入は12月21日に開始 したが,予 想通 り
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良 い 精 度 で 行 う こ とが で き,基 地 の 重力 基 準 値 を得 た.
た だ['i]様に精 密 機 器 で の 越 冬 連 続 観 測 をf遣 してい た超
伝 導 重力 測 定 は機 器 の.一部が 故 障 し,残 念 な が ら担 当隊
員は 夏隣 と帰 国 す る こ と に な った.
2月17日の 最終 便 で 夏 隊 は しらせ に引 き ヒげ,し らせ
は北 ヒを 開始 した が,氷 状 は 相 変 わ らず 厳 し く,17622
回の チ ャー ジ ン グで22日に や っと 氷海 を離 脱 した.同 夜
か ら26H夜 に か け,リ ュッ ォ ・ホ ル ム湾 沖 で 音 響 測 深 儀
を用 い,海 底 地 形 調査 を行 い,そ の 後生 物 係 留 系 の ・部
回収 作 業 を行 った が,2H間 の捜 索 に もか か わ らず 切 り
離 し装 置 か ら の 応 答 を 得 る こ とが で きず,回 収 は1年 後
の34次の 作業 を待 つ こ と と した.そ の 後 は 南緯62度線 を
ほ ぼ1Hl回 の 停 船 海 洋 観 測 を しな が ら 来 航 し,シ ド
ニ ー に3月20Hに 入 港 し,1ド成4年3月27日 空 路 成 川 に
帰 茅i:し,135【1閻の 夏 隊 行 動 を終 了した.
近 年 の 昭和 基 地 の オ ペ レ ー シ ョンは.・に リ ュ ツ ォ ・ホ
ル ム 湾 の 氷状 に左 右 され る と,1って 良 い.33次 夏 行 動 は
・1441回の チ ャ ー ジ ン グ航 行 とい う厳 しい 氷 状 の 中 にあ っ
て,観 測 行 動,設 営 作 業 と もほ ぼU的 を達 せ られ た と思
って い る.し か し精 密 機 器 を用 い た 観 測 に 支障 が 生 じる
な ど,南 極 地 域 で の 観 測 の 難 し さや 反 省 点 も残 した と言
え る.
(筆者:第33次 夏 隊 長,国 立 極 地 研 究 所 事 業部
観 測 協 力 室 設 営 総 括 係 長)
デ ュモンデュル ビル基地 を訪問 して
船 木 賞
1992年1月2Hよ り2月17FIまで 交 換 科 学 者 制 度 に基






















































? ン裏'二 誉イ ・書
地 」 に滞 在 し,占 地 磁 気 学用 岩 石 誠 孝:トの 採 集 と 基地 の 見
学 を行 っ た.デ ュモ ンデ ュル ビルJS地へ は既 に1984年村
越 望 前 観 測 協 力室 長 が 訪 問 して い る.
筆者 は1991年12月28FI,オース トラ リアの ホ バ ー ト港
を 耐 氷 船"ラ ス トロ ラー ベ11　(LI　ASTROLABE)　で,
デttモンデ ュ ル ビ ル基 地 に 向 け て 出 航 した.船 は2500ト
ン(宗 谷 は3000トン),港 を 出 た とた ん 大揺 れ,基 地 に
着 く まで の5日 間2300kmの船 旅 は,私 の 船 酔 を 除 い て,
全 て順 調 で あ った.船 は 流 氷 帯 に突 入す る こ と もな く,
デ ュモ ンデ ュ ル ピ ル 基 地 に 到 着 し,基 地 の 埠 頭 か ら20m
沖 に 接 岸 した.`'しらぜ で す;)　ilfl和基 地接 近 に5'1労す
る リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 の 海 氷条 件 が 如何 に悪 い か を痛 感
させ られ た.
デ ュモ ンデ ュ ル ビ ル 基 地 は最 大 直 径 約800mのペ トレ
ル 島 に あ る.基 地 の 大 き さ は昭 和 基 地 とほ ぼ 同 じ,主 要
部 は15棟の 建 物 か らな って い る.こ こ で は 地 震,地 磁 気,
気 象,電 離 層,オ ゾ ン,エ ア ロ ゾ ル,宇 宙 線,オ ー ロ ラ.
鳥 類 の 生 態 学 と生 理1学等 の 研 究 が 行 わ れ て い る./iS年度
は36名の 隊 員 が 越 冬 して い る.居 地 周 辺 に は 多数 の小 島
が 点 在 し,島 に は南 極 海 の 波が 直接 打 ち寄 せ て い る.北
に は氷 山 を浮 か べ た 水平 線 が,南 に は ラ ス トロ ラ ーベ 氷
河 が 見 られ る.こ れ らの 島 々 に は 無 数 の アデ リ ー ペ ンギ
ンや 海 鳥 の ル ッカ リーが あ り,建 物 の 縁 の 下 に も巣 を作
る ほ どで あ る.
デ ュ モ ン デ ュ ル ビル基 地 は風 光 明 媚 な だ けで は な い.
基 地 を 歩い てみ る とゴ ミは ほ とん どな い.ゴ ミは 全 て 分
別 され専 用 コ ン テ ナ に 入 れ られ て,オ ー ス トラ リア に 送
り返 し処 理 を して い る.乾 電池 や 薬 品 類 等 の 危 険 物 や 有
害 物 質 は全 て フ ラ ン スで 処 理 され て い る.昭 和 基 地 で も
ゴ ミの持 ち帰 りが始 まっ た が,・ 刻 もEf・くデ ュモ ンデ ュ
ル ビル 基地 の様 に ク リー ンに なる こ と を 切望 す る.




デ ュ モ ンデ ュル ビル 基 地 の あ る ア デ リー ラ ン ドは南 極
で 最 も風 の 強 い 所 で あ る.1961年か ら1991年まで の31年
間 の 最 高 風 速 は90m/sに達 して い る.各 月 の 最 大 風 速
は63m/sを越 え,昭 和 基 地 開 設 以 来の1【乏大 風 速(60m/
s}よ り強 い.筆 者 の 滞 在 した1月 か ら2月 は.最 も天
候 の 安 定 す る 時 期 で あ る に も か か わ らず,30m/s以1:
の 日 が5日 間,最 大42m/sにも達 した.野 外 活 動 に は
大変 な とこ ろ だ.
こ の地 域 で エ ン ジ ン ド リル を使 用 して 占地 磁 気 学 川 岩
石 試料 を採 集 した の だ が,試 料 が 硬 く採 集 に 呂:労した.
デ ュ モ ンデ ュル ビル 基 地 の 地 磁 気 は伏 角 は88度51分で,
方 位:磁石 は 全 く使 え な い.試 料 に記 載す る 南北 の 方 向 は
【|時計 を 応 用 した 太 陽 コ ンパ ス を用 いた.そ の ため,効
率 の悪 い 試 料 採 集 で あ っ たが,隊 員 の協 力 で研 究 に必 要
とす る充 分 な試 料 を採 集す る こ とが で きた.
越 冬 隊 員 に は20代前 半 の 若者 が多 い.彼 らは兵 役 σ)代
わ り にナ シ ョナ ルサ ー ビ スの.・貫 と して 基 地 で 越 冬 し,
定 常 観 測 を行 って い る.学 者が 基地 で越 冬 す る ケ ー ス は
まれ とい う.但 し設 営 隊 員 に は その 道の1享門家 が 派 遣 さ
れ,年 齢 も20から50代と ま ち ま ちで あ る.給 料 は ナ シ ョ
ナ ル サ ー ビ スの 隊 員 の 場 合 は月3万III程だ が,そ の他 の
隊 員 の場 合,フ ラ ンス の給 料 の3倍 が支 給 され る と.ぼう.
デ ュモ ンデ ュ ル ビル基 地 の普 段 の 食事 は フ ラ ンス の一ー一
般 的 な家 庭 料 理 で あ る.南 フ ラ ンス,北 フ ラ ン ス,イ タ
リア 料 理 や 中国 料 理 風 な ど とバ ラ エ テ ィー に富 ん で い た.
肉 料 理,野 菜 料 理,ス ー プ等 の メニ ュー の他,蛙 の腿 肉
や エ スカ ル ゴ等 が 火皿 い っ ぱ い に 出 る こ と もあ り,始 め
の う ちは 随 分 と抵 抗 を感 じた.ワ イ ンは飲 み放 題 で あ っ
た が,若 い 隊 員 は ワ イ ンよ り も ソフ ト ドリ ン ク を好 ん で
飲 ん で い た.基 地 に は1名 の コ ック が い て 毎ljの食事 を
用 意 して くれ る.我 々 に は考 え られ な い の だ が.こ の他
に,パ ン と ケ ー キ を専 門 に作 る た め,も う一・人 の コ ソク
が い た.そ の た め毎 日豪 華 な デ ザ ー トを楽 しむ こ とが で
き,国 柄 の 違 い を感 じた.
デ ュモ ンデ ュ ル ビル 基 地 で は現 在 飛 行場 を建 設 中で あ
る.直 線 に 並 ぶ6島 を 削 り埋 め"llて,長 さ1.100m輻
60mの 滑 走 路 を 建 設 して い る.管 制 塔,そ れ に格 納 庫
等 の 諸 施 設 も突 貫工 事 で1住め られ て い る.1993年2月 ま
で に ほ ぼ 完 成 の予 定 で,　Transa[]　160,　Hercu]es　C　130
やTwin　Otterなどの 大型 飛 行 機 が着 陸n∫能 と な る予 定
で あ る.ド ー ムCで の観 測 の 人 員 と物 資 の 中 心 的 な輸 送
基 地 とな る.
最 後 に 私が 基 地 に滞 在 中,オ ー ス トラ リア の 高 校 生6
名 と付 添 いの 先 生2名 が デ ュ モ ン デ ュ ル ビル 基 地 を訪 問
した.10日間 滞 在 し基 地 の 言者施 設,観 測 内容,隊Uの 生
活,そ して汚 れ を知 ら な い大 自然 を 見 て行 っ た,日 本 南
極 観 測 隊 に も こ の よ う な,若 者 に夢 を与 え る 余裕 が ほ し
い も ので あ る.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 資 料 系助 駒
第34次南極地域観測隊冬期総合訓練
第34次南 極 地域 観 測 隊 の 冬 期総 合 訓 練 は,佐 藤 夏 雄 隊
長 以 下 隊 員 候 補 者 及 び事 務局 な ど約70名が 参 加 し,3Jl
9日(月)～13[|(金)ま で の6|1間 に わ た り,長 野 県
乗 鞍 岳付 近 に お い て実 施 され た.
訓 練 地 は例 年 とは 異 な り.鈴 蘭 小 屋 近 くで 実 施 され た.
特 に、 南 極 行 動 中の 安 全 と緊 急 時 に対 処 す る た め.ロ ス
トポ ジ シ ョンへ の対 応,ビ バ ー グ訓 練,応 急 措 置 に電.1∴1:
を置 き,初 期 の 目的 を達 成 す る こ と がで きた.










平 成4年1月12日 一1月14日 　 Dr,　MENK,　F.　(ニュ ー
キ ャ ッ スル 大 学研 究 員)
1月25日～1月30日 　 Dr,　DUDENEY,　J.　R,　(英国 南 極
調 査 所超 高 層 科 学 部長)
2月10日 ～2月17日 　 Dr.　PERERA,　L.R.K.　(スリ ラ ン
カ 国 立 ペ ラ デ ニ ア 大学 講 師)
2月28日 ～2月29日 　 Prof.　LUNDIN,　R.　(スウ ェー デ
ン宇宙 物 理 学 研 究所 教 授)
3月10R-3月14日 　 Prof.　OLSSON,　M.　(スウ ェー デ
ン国 立 自然 史博 物館 教 授)
3月17日 ～3月18R　 Prof,　BREKKE,　A,　(トロ ム ソ 大
学 オ ー ロ ラ観 測 所教 授)
3月30日 ～3月31日 　 Prof.　ROEDERER,　J.G.　(アラ ス
カ 大学 教 授.米 国科 学 財 団北 極 研 究 委 員 会 議 長,
STEP国 際 委 員 会 議 長)
4月9日 ～4月11日 　 Dr,　JAYAT[LEKH,　S,　(スリ ラ
ンカ 国立 科 学 研 究所 研 究 員)
4月18E]～4月27日　 Dr.　STAUNING,　P.　〔デ ンマ ー ク
気 象 研 究 所 研 究 員)
4月23Fl～4月27日　 Dr.　RAJENDRAN.　N,　(アナ マ ラ
イ大 学 海 洋 生 物 研 究 セ ン ター助 教 授)
Dr.　RAJENDRAN,　R.　(同助 教 授)
5月9日 ～5月15日 　 Mr,　SAUVADET,　P.　(メー ルマ
グ ネ テ ィ ック環 境研 究 所 研 究 員)
5月10日 ～5月16日 　 Dr.　ZOLENSKY,　M.　(米国 航 空
宇 宙 局 ジ ョン ソ ン宇 宙 セ ン ター.F任研 究 官)
5月18日 ～5月21日 池 潤 卿 　(Dr.　Fan　RunQing)
(中国 極 地 研 究 所 副 所 長)














を実施することができた.ま た,休 日にはソフ トボール
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month]y　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpress.ure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　spee(1)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max,　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 clou【l　cover}　(1/10)































無電棟,居 住棟,発 電棟の4棟 総床面積174m2の建物
を建設,11名が初の越冬観測を始めたのが昭和基地事





になった.し かし一一方,1次 隊の建物2棟 が未だに使
用 されているなどの老朽化 も目立って きてお り.建設
後20年以上経過 した物が半数 を越 え,更 新の必要が指
摘されてきた.8年 計画で開始 された 「基地整備計画」
は,第1次 隊が初めて建物を配置した基地主要部を更

















っている.各 階の用途 を見ると1階は空調,電 気,給
湯 ・給水,ト イレ汚物槽,消 火用水槽などの機械室,
2階は診察室,レ ントゲン室,手 術室などの医療設備
と体育娯楽室,3階 は隊長室,厨 房,食 堂,通 信室,
図書 ・会議室,庶 務室がある.ま た厨房には食品運搬
用のダムエーターが1設置されている.内部設備は第34
次で施工するが,初 めての試みとしてスプリンクラー
が設置される.
